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《企 画 書》 
提出者 望月テツ 

 
 
【タイトル】未来に紡ぐ経営ヒストリー 
 
【概要】 
本企画は、中小企業の後継者難を単なる新陳代謝ととらえてしまっていいかを読者にとい
かけ、無形の価値を再認識してもらう内容です。長年経営にあたってきた中小企業の経営
者が続々引退する年齢に差し掛かっています。事業承継だとか外部承継たる M&A だとか
スキームの話ばかりが前面に語られますが、経営のヒストリーを次世代に向けて紡いでい
くところに来し方、これからに想いを重ねて気持ちをワクワクしてもらうことを期待して 
います。 
 
【あらすじ】 
中小企業の後継者難、人材難に伴う廃業が加速している一方で、生産性の低い企業はゾ
ンビ企業として市場から撤退すればいい、新陳代謝が必要だとの議論が知識人中心に起
こります。はたしてそうでしょうか？ 
 
生産性ということだけでいえば、AI にますます置き換わっていく面もあります。 
絆が失われることによるデメリットも認識して、経営ヒストリーを「発酵」させて未来を
開いていくと新しい形ができてきます。 
 
【想定する読者ターゲット】 
① 43 歳以上事業承継を意識する中小企業経営者 
② 起業を目指す勤め人 
③ 中小企業経営者の家族、従業員 
④ 自治体関係者・取引先等のステークホルダー 
 
【構成案】未来に紡ぐ経営ヒストリー 
～経営者の人生を受け継ぎ、新たな革新を生む～ 
 
第 1 章 経営ヒストリーは人生そのもの 
1-1. 経営者にとって「会社を創る・守る・育てる」とは 
1-2. 経営の軌跡は、挑戦と失敗と成長の記録 
1-3. 「単なる承継」ではなく「想いを紡ぐ」ことの意味 
 
第 2 章 なぜ今、経営ヒストリーを未来へつなぐのか 
2-1. 迫る事業承継の波—後継者不足と経営の終焉の現実 
2-2. 日本の中小企業が持つ「無形資産」をどう活かすか 
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2-3. 「過去を受け継ぎ、未来を創る」承継の新たな役割 
 
第 3 章 経営の本質と、企業が生み出す活力とは 
3-1. 企業は誰のものか？—経営者・従業員・取引先・地域社会の視点 
3-2. 会社を残すことは「過去の保存」ではなく「未来の可能性」を育てること 
3-3. AI 時代の経営—機械にはできない「人が紡ぐ価値」 
 
第 4 章 既存の会社を受け継いで、未来を創る 
4-1. 事業承継は「リノベーション型創業」—過去の資産をどう活かすか 
4-2. 受け継ぐ経営者の覚悟—「自分の経営」をどう築くか 
4-3. 継承の先にある「変革」—過去を生かしながら時代に適応する方法 
 
第 5 章 経営ヒストリーを受け継ぐだけではなく、ブラッシュアップする 
5-1. 伝統と革新のバランス—守るべきもの、変えるべきもの 
5-2. 現代のビジネス環境に適応するための「経営アップデート」 
5-3. 受け身ではなく、自ら「革新」を生み出す力を身につける 
 
第 6 章 ステークホルダーと共に未来を創る 
6-1. 従業員の視点：新しい経営者とともに進化する組織へ 
6-2. 取引先の視点：信用を継承しながら新たな価値を提供する 
6-3. 地域社会・自治体の視点：地域と企業の共存共栄の未来 
 
第 7 章 「発酵」する経営—歴史を力に変える新陳代謝 
7-1. 企業の寿命は延ばせるのか？ 
7-2. 承継後の変革—「新しさ」と「らしさ」を両立するには？ 
7-3. 経営のヒストリーが「発酵」する—想いが未来を形作る 
 
第 8 章 ケーススタディ—経営ヒストリーが未来を変えた 
8-1. 事業承継を機に新しい成長を生んだ企業の例 
8-2. ステークホルダーとともに進化した企業の例 
8-3. 受け継ぎに失敗した企業の事例—何が問題だったのか？ 
 
第 9 章 未来へ紡ぐために、いま経営者ができること 
9-1. 経営の“語り部”になるという視点 
9-2. 会社の文化・価値観をどう記録し、伝えるか？ 
9-3. 「継がせる」から「紡ぐ」へ—次世代へ渡す新しい経営の形 
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【サンプル原稿】 
第 1 章 経営ヒストリーは人生そのもの 
 
経営とは何か？——こう問われたとき、私は迷わず「経営とは、経営者の生き様そのもの
だ」と答える。 
 
企業の大小に関わらず、経営者はその人生の大半を自らの会社とともに歩んでいる。朝起
きてから寝るまで、そして寝ている間でさえも、事業のことが頭をよぎる。資金繰りのこ
と、売上のこと、社員のこと、取引先のこと、そして家族のこと。会社が存続する限り、
経営者は常に何かを決断し続けなければならない。それが経営というものだ。 
 
しかし、経営者にとって会社は単なる収益を生む装置ではない。そこには、創業の志、積
み重ねた経験、失敗と成功の記憶、社員との絆、取引先との信頼、そして社会との関わり
が織り込まれている。そうした“ヒストリー”の集積こそが企業の価値であり、単なる事業
の枠を超えて、経営者自身の人生の軌跡そのものになっている。 
 
■ 会社の数字だけでは語れない「経営のリアル」 
 
近年、経営を数値だけで評価する風潮が強まっている。売上、利益率、ROE （自己資本利
益率）、生産性——もちろん、これらの指標は経営において重要だ。しかし、それだけで
企業の本質を測ることはできない。 
 
たとえば、ある中小企業の経営者が 50 年間、一度もリストラをせず、社員とともに乗り越
えてきた歴史があるとする。経済合理性だけを考えれば、人員整理をしてコストカットを
した方が効率的な場合もあるかもしれない。しかし、その経営者は「社員は家族と同じだ」
と考え、苦しい時期にも給与を支払い続けた。結果として、その会社は取引先や地域社会
から絶大な信頼を得て、危機を乗り越えるたびにより強い組織へと成長していった。 
 
こうした「見えない資産」は、単なる財務諸表には表れない。しかし、これこそが経営の
本質であり、経営者が築き上げてきたヒストリーそのものなのだ。 
 
■ 経営者の想いは「承継」されるのか？ 
 
今、多くの中小企業が事業承継の問題に直面している。「後継者がいない」「子どもに継
がせるつもりはない」「M&A で売却するしかない」——こうした声をよく聞く。確かに、
経営の手段として M&A や外部承継が選択肢として増えていることは事実だ。 
 
しかし、忘れてはならないのは、「経営の承継」とは単に会社の権利や資産を引き継ぐこ
とではないということだ。創業者や長年経営に携わってきた人々の想い、苦労、哲学、そ
して経営の中で培われた信頼関係——これらを次の世代へと紡いでいくことこそ、本当の
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意味での承継なのではないか。 
 
私が支援したある企業では、事業を引き継ぐことに対して当初は後継者が消極的だった。
しかし、経営者が自身の経営ヒストリーを振り返り、それを後継者とともに整理する機会
を作ったことで、後継者の意識が変わった。「これはただの会社ではなく、長年にわたる
挑戦の積み重ねなのだ」と実感し、結果的に自らの手で経営を受け継ぐ決意を固めた。 
 
経営のヒストリーは、単なる過去の記録ではない。それは、未来を創るための道しるべで
あり、次の経営者にとっての「生きる指針」となるものなのだ。 
 
■ 経営ヒストリーを「発酵」させ、未来につなげる 
 
では、どうすれば経営のヒストリーをただの過去の遺産ではなく、未来を生む力へと変え
ていくことができるのか？ 
 
重要なのは、「そのまま継承する」のではなく「時代に合わせて発酵させる」という考え
方だ。伝統的な製法で作られた酒や味噌が、時代とともに進化していくように、経営の歴
史もまた、そのまま保管するのではなく、未来の経営者が自分の時代に合った形で活用で
きるようにしていくことが大切だ。 
 
また、これは起業を目指す人にとっても大きなヒントになる。ゼロから創業することだけ
が起業ではない。むしろ、既存の会社を引き継ぎ、新たな価値を加えながら発展させてい
く「リノベーション起業」こそ、これからの時代の大きな選択肢になり得る。先人が築き
上げた知恵と実績を活かしながら、自分の色を加えて新しい時代に適応させていくことで、
より強い企業を生み出すことができるのだ。 
 
■ 経営者が絆としてバトンを渡せるもの 
 
「社長、どうしてこの会社を始めたんですか？」 
 
そう聞かれたとき、あなたはどう答えるだろうか？ 
 
創業の想い、経営の苦労、成功の喜び、失敗の悔しさ——そのすべてが、あなたの経営ヒ
ストリーとなり、会社の未来を創る土台になる。 
 
経営の本質とは、単なる利益の追求ではなく、次代に何をバトンタッチできるかにある。
だからこそ、まずは経営者が自らの歩みを振り返り、それをどのように次代へと紡いでい
くのかを考えることからはじまるのではないか。 

［以上となります。よろしくお願いいたします］ 
 


